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（

論’
　
　

諷
）

　
O
談
ら

れ
糞

る
ハ

チ

ク

ヤ

（

内
田
）

●
誤
ら

れ
れ
る
ハ

チ

ク

マ

 

§
§

§

ぎ
ミ
・・

Od

＜・

　

予
は
近
頃

松
李

頼
孝
氏

所
藏
の

標

本
中
に

鷹
の
一

種
で

黒

色
大

形
の

今
迄
あ

ま
り

見
掛
け

た

事
の

な

い

種
類
の

あ
る

事
を

知
つ

て

同
氏
に

乞
ふ

て

其

標
本
を
調
べ

て

見
る

機

會
を

有
し

陀
。

そ

れ
か

ら

此
標
本
を
よ
く
調
べ

て

見
る

ご

此
鷹
は
ハ

チ

ク

マ

 

§
罍

§，

音
ミ
§

Oq

く．

の

若
い

も
の

で

あ
る

事
が

明
に

な
つ

だ
。

所
で

動

物
學
敖

室
所
藏
の

鳥
類
標
本
目

録
を

見
る

ど

此
ハ

チ

ク

マ

ヤ

§
，

篭
ミ
霧

な

る

種
類
は
二

個
標
本
が

あ

る

筈
な

の

で

比
較
の

爲
之

を

出
し
て

見
る

ご

松
李

氏
の

も
の

ε

は

全

く

異
つ

た

種
類
で

大
さ

も

非
常
に

小

い

も
の

で

あ
る

事
を
發
見

し
た

。

　
丁

度
其
時
分
動

物
標
本
瓧
か

ら

人

が

來
て

居
て

標
本
屋
で
ハ

チ

ク

マ

”

起
き
。

蔓
恥

な

る

名
で

取
扱

ふ

も
の

は

動
物
學

敖
室
の

標

本
ビ

似
た

樣
な

種
類
で

あ
る

ε

云

ふ

事
だ
つ

だ

の

で

早
速
標

本
屋

の

所

謂
ハ

チ

ク

マ

な
る

種
類
を

取

寄
せ

て

見
る

ご

果
し
て

動

物
學

敖
室

所
藏
の

も
の

ε

同
種
類
で

あ
つ

セ
。

そ

こ

で

予
は

今
迄
我

國

で

用
ゐ

來
つ

だ
ハ

チ

ク

マ

な
る

名
稱

に

疑
を

懐
い

て

來
だ

の

で

徇

良
く

調
べ

て

見

樣
ざ

思
つ

て

取
b
敢
へ

す
動

物
園
目
録
に

よ
b
て

動

物
園
飼

養
の
ハ

チ

ク

マ

の

如
何
な
る

も
の

で

あ
る

か

を
見

樣
ご

思
つ

陀
の

で

め

る

が

同
園
の

は

既
に

斃
死

し
て

見
る

事
は

出

來
な

か
つ

π
。

然

し

同
園
圭
事
黒

川
氏
の

談
話
に

よ
つ

て

見
る

ご

や

は

う
動
物

學
敷
室
所
藏
の

も
の

ビ

同
じ

ら

む

く

思

は

れ

だ

の

で

あ

つ

獸

醫

學

士

四

内

　
田

　
清

之

　
助

　

た
・

黒

川
氏
は

其
標

本
は

多
分

博
物
館
に

あ
る

だ
ら

う
ε

云

ふ

事

　

で

あ
つ

セ
の

で

又

同
館
の

標
本
を
調
べ

て

見
た

所
之
も

や
は

り

動

　

物
學
敖
室
の

も
の

ε

同
一

種
で

あ

る

事
が

分
つ

た
。

（

之
は

予
が

見

　

だ

の

で

は

な
い

が

波
江
元

吉
氏
が

調
ぺ

ら
れ

た

の

だ
か

ら
確
で

あ

　

る
。

）

へ
　

　

元

來

ヤ

§
智

ミ
塞

な
る

種

類
は

後
に

逋
べ

る

通
り

甚

特
徴
の

　

あ
る

鷹
で

あ
つ

て

然
か

も
予
は

念
の

爲
め

再
三

色
々

の

書
物
で

調

…
　
べ

て

見
セ

の

で

あ
る

が

常
に

廟
め

の

時
ε

同
一

の

結
果
を

得
た
。

一
　

・

し

て

見
る

ご

從
來

我

國
で
ハ

チ

ク

マ

津
§
傍

§
母
ミ
§

な

る

名

　

稱
は

凡
て

誤
つ

た

種

類
に

命
名
せ

ら
れ
て

居
つ

た

の

で

あ
る

ビ

云

一
　

は
な
け

れ
ば

な

ら

な
い
O

…
　

　

其

所
で

余
は

次
に

更
に

進
ん

で

外
國
人
の

査
定
し

た

標

本
に

つ

　

い

て

調
べ

て

見
度
い

ご

思

ひ

幸
に

し
て

ブ

ラ

キ

ス

ト

ン

氏
の

標
本

…
　

が

省
札

幌
博
物

館
に

集
つ

て

居
る

の

で

東
北

農
科

大
學
の

入

田
敖

　

授
の

好
意
に

よ
つ

て

引
キ

ス

ト

ン

氏
蒐
集

標
本
中
の
ハ

チ

ク

マ

一
　

二

個
に

就
い

て

次
の

測
定
を

知
る

事
が

出
來
だ
の
で

あ

る
。

　

　
　

　

甲

　
函

館
産

　

　

翼

三

三
セ

、

メ
、

尾

一

五
●

五
セ

、

メ
、

　

　

蝓
膜

黄

負
？

）

　

　
　

　

乙

　
千

島
産
（

？
）

ズ
ー

ハ
列
氏
探

集
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翼

　
＝

三
セ

、

メ
、

　

尾

・

一

五
・

○
セ

・

メ

、

蝋
膜

黄

負
？

）

　
此

測
定
か

ら

考
へ

る

巴

此
二

標
本

も

眞
の
ハ

チ

ク

マ

ご

比
べ

る

ご

餘
程
大
さ

が

小
形
で

め
っ

て

從
來

所
謂
の

チ

ク

マ

ご

稽
せ

ら
れ

だ
る

者
ご

よ

く
一

致
し

て

居
る
。

恐
ら

く

同
一

種
で

あ
ら

う
ピ

考

へ

ら

れ
る

も
の

で

あ
る
。

　
以

上
述
べ

亢
如
く

予
の

出

來
得
る

限
り

調
べ

た

範
圃
内
で

は

皆

ハ

チ

ク

マ

ε

総…

す
る

も
の

は

誤
つ

て

居

　

　

　

　
・

る
。

鳥
の

如
き
人
の

よ

く

知
つ

て

居
る

も

の

で

特
に

鷹
の

如
き

大
形

の

種
類
に

於
て

斯・
の

如
き

誤
を
徳叫
へ

ら
れ
て

居
っ

だ

の

は

實
に

驚
く
べ

き

事
ビ

思
ふ
o

蓋
亡

此
誤
を

來
し

だ

元
は

恐
ら
く

前
記
の

ゾ

ラ

キ

ス

ト

ン

氏
の

標
本
で

あ

b
は

せ

の

か

ご

思
ふ

。

而
・

し

て

其
誤
を
流
布
せ

し

め

陀

原
因
は
動
物
學

激
室
所
藏
の

標
本
で

あ
つ

た
か

も

知
れ

な

い
。

　

次
に

予
は

此
誤
を
正

す
爲
に

眞
正

の
ハ

チ

ク

マ

N
、

ミ

ミ
恥

§

畢

ミ
霧

に

就
て

記
載
を

試
み

而
し
て

從
來
の

所
謂
ハ

チ

ク

マ

な
る

も

の

は

如
何
な
る

鷹
で

あ
る

か

を
明

に

む

て

置
か

う
ご

思

ふ
o

　一

體

沸

チ

ク

マ

N）
ミ
ミ
。・

§
き
ミ

蕊

な
る

鷹
は

雌

雄
年

齡
に

よ
つ

て

著

む

く

相
逹
が

あ

る

の
で

圖
で

も
分
る

逋
り

其
極
端
な
も
の

に

な

る

一

見
し
把

所
同
一

の

種

類
ご

は

信
せ

ら

れ

な
い

位
で

あ

る
。

然
・
し

其

頭
部
の

羽
毛
の

特
異
な
る

事
ご

及
び

尾
羽
の

斑

絞
の

顯
著
な
る

事
（

尾
羽
の

方
は

や

は

b
變
化

す
る

け

れ

共
然
も

他
の

も
の

に

比

・
し

特
異
な
b

）

巴

に

よ

っ

て

容

易
に

他
の

鷹
芒

隅
別

す
る

事
が

出

來
る
o

次
に

予
の

檢・
し

得
た

標
本
に

よ
つ

て

老
幼
の

記
載
を

試
み

よ

う
。

（

論

　

　

諡
）

　
O
談
ら

れ
激

る
ハ

チ

ク

マ
（

内
田
）

　

第

　
　一
　

圖

（

チ

タ

マ

辱
亀

髦
防

寓

臆

鴛
07

」へ
乙
o
く゚

雄

成
烏
（

歐
洲
産

の

‘
の

に

し

て

本

篇
記
載

の

も
の

理

頭
部
の

色
彩
少

し
｛

異
れ

り
）

　

　
八

チ

ウ
マ

　
憎
δ

慧
脚

猪
幅
軸

箋
§
雫
陶
畠

6
臼

唱

成

鳥
　
雄
？

　
田

中
某
氏
所
藏
へ

第
一

圖
參
照
）

産

地
　
北
海

遘
な

ら

ん
。

嘴
峰

　
三

入
ミ

、

メ

、

　

　
跚
鍼
　
五

入
ミ
、

メ
・

申

趾
（

撚
幢

）

五
ニ

ミ
、

メ
、

　

　

翼
　
　
四

三

〇
ミ

・

メ
、

尾
　

　

　

　
二
亠

ハ

∩）
ミ
、

メ
、

極
め

て

美
・
し

き

鷹
に

し
て

頭
上
の

羽

毛
は

白
色
に

し
て

先
端
黒

五

N 工工
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（

站

珊

　

　

　
沁
吶

）

　

0
誤
ム
y

引鯉
ね
サ
の

ハ

チ

ク

マ

（

雨
冖

田
円

）

褐
色
前
額
部
の

鴉

毛
は

先

端
黄
自
色
な

り
。

後
頭
及

頸
上

部
の

勿

毛
は

自
色
に

し
て

先
端
に

黒

褐
色
橢
圓
形
の

斑

點
を

有
し

其
周
園

は

淡

褐
色
に

最
先
端
は

自

色
な

り
。

肩
及
び

背
は

褐
色

に

む

て

微

に

紫
赤
色
の

光

澤
を

帶
ぷ

此
部
の

羽

毛
の

基
部
は

自

色
に

し
て

腰

の

方
に

至
る

に

從
て

墓

部
の

自
色
塔

加
す

。

顏
の

羽

毛
は

細
く

乙

て

密
に

併
列

・

し

鱗
腴
を
呈

す
る

事
此
種
の

特
長

な
り

其
色
は

眼

前

部
よ
b
眼
の

下
部
の

も
の

は

自
色
に

し
て

先

端
黒
褐
色

而
し
て

眼

前
部
に

あ

り

て

は

墓
部
の

白
色
は

先
端
の

黒

褐
色
部
に

全

く

覆
れ

て
一

樣
に

黒

色
を
呈

す
る

も
眼

下
離
に

於
て

は

點
々

基
部
の

白
色

露

出
す

。

眉

部
は

極
め

て

淡
き

焦
茶
色
に

し
て

不
例
然
な
る

眉
斑

を
形
成

す
。

耳
砌
は

眉
ご

同
色
に

し

て

先

端
及
中
軸
は

黒
褐

色
猛

b
翼
の

雨

覆
は

略

背
ε

同

色
に

し

て

中
雨

覆
は

先
端
に

少
し

く

白

斑
あ
・

り

大
雨
厘

復

は

先…
端

及
び濫
囚

輟
自
し
〇

一
初

列
風」
切

は

里酷

楊
色
に

し
て

茨
色
を

帶
び

先
端
は

細
く

臼

色
に

繰
取
ら
る

第
三
初

冽
風

切

以

下
は

外

翩
に

數
個
の

横
條

を
有
し
内

朝
の

基
部
三

分
二

は

純
臼

色
に

し
て

内
に

數
個
の

楔
状

横
斑
あ

り
。

次
列
風
切
は

色
稍
淡
く

・
し

て

灰

色
を

帯
び

す
先

端
の

自
色
線
は

幅
廣
し
。

風

切
裏
面
は

黒

褐
色
に

し
て

其
内
朝
の

基

部
は

自

色
に

む
て

内
に

不
剣
然
な
る

狹

き

褐
色
斑
あ

勢
此
基
部

臼
色
部
は

第
一

風

切
よ

り
以

下
次
第
に

其

幅

を
増
加
し
且
其

内
の

褐
色
斑

次
第
に

剣
然
ビ

な
る

即
第
一

風
切

に

て

は

内
翻
の

略
二

分
一

白
色
に

し
て

殆
ご

褐
色
斑
な
き
も

次

列

風

切
に

至

り

て

は

全
部
一

樣
に

茨
白
色
に

し
て

剣

然
せ
る

鷹
斑
を

有
す

。

下
部
雨

覆
及
び

腋
朋
は

自

色
な
り
。

下

面
は

腮
喉
は

純

白

色
胸
部
は

稍

黄
褐
色
を
帶
び

其
羽

毛
の

中
軸

及
び

其
附
近
は

黒

褐

山
ノ 、

　
色
な
り
o

腹
部
の

羽
毛

は

自
色
に

し
て

申

軸
黒

褐
色
に

し

て

末

端

　
に

近
く
淡
褐

色
圓
斑

あ
り
。

賺
部
の

羽
毛
は

自
色
に

し
て

數
條
の

　

淡
褐
色
斑
あ

り
。

下

腹
部
及
び

下

尾
筒
は

自
色

上
尾
筒
も

自

色
に

　

し
て

其
朋

毛
の

前
雫
は

淡
褐
色
を
帯
ぷ

。

尾
効
上

面
は

夙
褐
色
に

　

し
て

先
端
自
色
に

縁
取
ら

れ
黒

褐
色
の

横
斑

數
條
を

有
す
此
横
斑

　
は

尾
の

先
端
に

め
る

も
の

最
幅

廣
く

内
外

翔
の

も
の

同
位
置
に

あ

　
b
て
一

直
線
を
な
す

も
其

他
の

數
條
は

内
外
輔
の

も
の

喰
ひ

違
へ

　

り
。

尾
勿
の

基
部
は

白

色
に

し
て

不

規

則
な

る

褐

色
小

斑
あ
り
。

　

尾
下
面
は
茨
白

色
に

む
て

三

條
の

黒

褐
色
横
條

あ
り

其
基
部

よ
り

　

第
一

ご

第
二

の

も
の

の

間
の

幅
は

約
二

五
ミ

、

メ
、

に
・
し

て

第
二

と

 
　
恥

弟
＝
一

ざ

の
閣
捌

は
亠

ハ

○
乃
至
レ

LO

ミ
、

メ

、

に
江

達
す・
丘
ハ

に

其
間
四

に一
蕾
漏

に

一
　

數
條
の

淡
き

横
條
を

有
す

。

脚
は

黄
色
に
・
し

て

踏
躔
は
上

部
に

羽

一
　

毛
を
生

す
o

嘴
は

黒

褐
色
に

し
て

下

嘴
の

基
宇
部
は

榿

黄
色
な
り
o

 
　

蠣
膜
は

此
標
本
に

て

は

褐
色
な

る

も

生

す
も
の

は

黄
色
な
る

べ

｝
　

し
。

鼻
孔

は

上
部
膜
を
以

て

覆
は

れ

爲
に

開
口

は
線
状
を
な
し

斜

一
　

に

位
置
す

。

 …
　
　

第
二

號

幼

鳥

雌
？

松
李

頼
孝

氏
所

藏
（

第
二

圖
參

照
）

…
　
　

産

地

　
日

光

い
　
　

嘴
峰
　
三

八
ミ
、

メ
、

　
　

蹐
蹶

　
　
五
五
ミ
、

メ
、

…
　
　

中
趾
（

爪
を

除
｛

）

五

四
ミ
、

メ

、

　
翼

　

　

四
五

五
ミ
、

メ
、

　
　

尾

二

五

三
ミ
、

メ
、

　
　

全

體
黒

褐
色
に
・
し

て

紫
赤
色
の

光

澤
を
帯
ぷ

。

頭
上
部

、

後
頭

、

　

頸
の

羽

毛
は

他
よ
り

濃
色
に

し
て

各
朋
毛
は

基

部
二

分
一

以

上
純

　

白
に

し
て

中
軸
は

黒
む

故
に

是
等
の

部
に

て

は

所
舟

に

白

色
を
散
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見

す
。

顏
（

圍

顏
部

、

頬
、

眼
前
部
）

前
額

、

認

の

羽
毛
は

著
し
ー

細
く

鼠
色
に

し
て

濃
色
の

中
繍
甥

を
有
す
其

排
列
の
瞳

从

は

本
種
に

特

異
な
る

魚

鱗
状
を
な

す
。

翕
は

黒
褐
色
に
・
し

て

稍

著
し
（

紫
赤
光

澤
を
帶
ぷ

腰
及
び

上

尾
筒
は

翕
に

略
同
じ

き

ご

稍
赤
味
を
帶
び

紫

色
光

澤
に

乏
し
o

留
弾

の

風

切
は
里顔

褐
色
に
・
し

て

紫
赤
光

澤
を
帯
び

羯
色
の

數
條
の

鷹
斑
あ
り

又
内

翩
に

は

數
條
の

楔
賦
白
斑
を

有
し

基
部
は

白
色
な
ら
。

風
切
の

裏
面
は

褐
色
に

し

て

數
條
の

輻
弘
き

萩
白

色
横
條
あ
b
此

茨
白
色

部
の

中
に

は

更
に

淡

褐
色
の

斑
紋

あ

り
。

肢
朋
及

び

下

雨

覆
は

背
ご

同
色
な

り
。

下
面
は
一

様
に

黒

褐
色

な

る

も

胸
の

邏
稍

色
淡
も

下
腹
及

び

下
尾
筒
の

羽
毛

中

本
に

同
じ

。

第
三

號
　
幼
鳥

　
蟾
？

　
田
中

某
氏
所
藏

　

産
地
　

　
北
海
道
な

ら
ん

。

　
嘴

峰
　
　
三

七
・・
丶
メ

、

　
　

路
躔

　
　
五

三
・、
、

メ
、

　
中

趾
（

熱
倦
）

五

五
ミ

、

メ
、

　

翼

　
　
四

四

〇
ミ
、

メ
、

　

尾

二

四
五
ミ

、

メ
、

　

大
體
の

色
彩
第
二

號
に

同
じ
き

も
一

般
に

色

稍
、
・

淡
し
。

に
は

數

條
の

白

色
横
帯
を

有
す
る

も
の

あ
bo

上

尾
筒
は

細
き

臼

横
條
を

有
す

。

尾
は

黒

褐
色
に

し

て

基
部
は

自

色
に

し
て

不
規
則

な
る

小

斑
紋
あ

b
。

先
端
は

細
く

灰
色
に

縁
取

ら
る
。

其

他
二

條

の

茨

褐
色
帯
あ

b
其
基
部
に

近
き

も
の

紘

細
く

し
て

顯
著
な

ら

ず

他
の

先
端
に

近
き
も
の

は

幅
廣
く

（

五

乃
至

六
セ

、

メ
、

）

其
内
に

更

に

四

五

條
の

褐
色
横
帶
を

有
す

。

尾
の

下

面
は
上

面
に

類
て

る

も

一

體
に

色
取
b
淡
く
茨

褐
色
部
は

殆
蕨

白
色
に

近
ぐ
其
内
に

更
に

茨

色
の

横
帶
あ
る

事・

上
面
に

於
け
る

が

如
し
o

脚
階
曲
融
瞑

等
前
標

（

論

説
）

O
談

ら

れ

衷

る
ハ

チ

ク

マ

（

内

田
）

第

　
　
二

　

圖

ハ

チ

ク

マ

、（・
遣噌
諦

自

蛤画
P

§
4

泰

O

昇

幼

烏、．

松

平
頼
孝
璃
所

義
日

光

産
。

剥
製
頁
し

き
冫

得
ざ

る

爲
姿

勢
實
鞠
と

著
し

ぐ

異
る

。

　
以

上
邇
べ

だ

所
に

よ

っ

て

 

ミ
§

蹄

9

蔑
8
、

§

な
る

鷹
の

如
何

な
る

も
の

で

め

る

か

及
び

從
來

本

邦
で

命
名
し
來
つ

π

も
の

は

全

く

異
る

も
の

で

あ
る

事
は

明
に

な
っ

た
o

然
し

筒
一

考
を
要
す
る

事
は

 
ミ
壽

詠

騨

蔑
§
→ ，
竈

な

る

名
稱
は

誤
用
さ

れ
て

居
つ

陀

ビ

す

る

も

其

湘

名
ハ

チ

ク

マ

は

或
は

正

當
な

も
の

で

は

な
か

ら
う
か

ε

云
ふ

問
題
で

あ

る
。

言

葉
を
替
へ

て

云
へ

ば
ハ

チ

ク

マ

な
る

名
は

黥
ミ
む

§
ぎ
建
恥

の

和

名
ご

し
て

は

不
適
當
な

も
の

で

は

な
か

　
　
｝

O

ら
う

カ

七
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．

（

諭
　

　

　

諡
）

　

O
蕃
宀

り

れ

ぬ
ス
Ψ

ハ

チ

ク

マ
（

内
m
国
）

　

　

　
　

　

　
　

　

ク

マ

タ
カ

　

飼
籠
鳥

第
二

＋

卷
の

鵬
の

條
下
に

、

　

　

　
『

奥

州
の

深

山
に

は

希
に

來
る

其
種

も

亦
だ

大
小

あ

り

其
尾

　

色
一

な

ら

す
こ

て

黒
き

物
有
り

若
く

し
て

斑
あ
る

物
あ

り

其
老

　

い

て

黒
く

尤
も

大
な

る

物
を
ハ

チ

ク

マ

ビ

云
ふ

云
灯

』

　

　

　
　

　

　
　
ハ

チ
ク
マ

ε

あ

h
。

叉
同
書
羌
鷲
の

條
下
に

は
、

　

　

　
『

一

名
亞

既
刺
和
名
ハ

チ

ク

マ

　

滿

洲
よ
り

蝦

夷
の

地

方
へ

　

渡

來
る

ご

云

乃
ち
差

鷲
の

産
な
る

故
に

蒐

鷲
ビ

名
く

其

形
状

　

鵑
に

類
し

て

尤
も

大
な
b
日

本
に

は

未
だ

是
を

使
ふ

事
を
得
す

　

云
々

』

°

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
一

　

是
に

よ
つ

て

見
る

ざ

其
大
さ

の

點

及
び

老

若

轉
倒
し
て

居
る

が

．

兎
に

角
黒

色
の

も
の

三

あ
る

事
を
指

摘
し
て

居
る

點
等
か

ら

考
へ

て

和

名
ハ

チ

ク

マ

は

や
は

り

ぎ
§
討

§
母
ミ
§

に

相
違
な
い

樣

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
一

に

思
へ

る
。

省
念
の

爲
古
事
類
苑
動

物
部
の
ハ

チ

ク

叩

の

條
下
を

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
一

見
る

ε
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
…

　

　

　
『

入

雕
　

雕
類
而
黒
色

尾
砌
斑

文
稍
大

而
黒

自

或
正

直

或
錯

　

雜

如
蠱
間
背
八

字
斑

最
爲
珍
奇

故
罵
入

鵠

乎
此
亦
造

箭
砌
以

競

　

奇
也

世
俗

所
謂
入

者
入

幡
之

入
而
入

幡

紳
者
武
職
常

奪
崇

之
源

　

姓

之
族
最
然
於
是
以

有
入

字
斑
爲

貴
或
日

蜂
鵑
言
如

蜂
之

雄
此

　

末

爲
當
焉
云
々

』

　

此
記

載
も
亦

前
記
の

説
を

確
め

る

に

足
る

も
の

で

あ
る

特
に

尾

筋
の

記

載
に

至
つ

て

は

稍

℃

亀
凄

蹄

§
さ
ミ
〜

毳

の

特
徴

を

彷
彿
せ

・
し

め

る
。

然・
し

其

名
樗
の

翹

元
を
説

け

る

所
は

面
白
い

考
で

あ

る

が

牽
強
附
會
た

る

を

冤
れ

な
い

。

現
に

觀
交

禽
譜
に

は

此
説
を

批

譁
・
し

て
、

！

八

　

　
『

ハ

チ

ク

マ

ご

云

は
努
て

蜂
を

養
ふ

よ

し

清
二

位
宣
賢

卿
の

　
憩

代

抄
に

見
た

り

蜂
ク

マ

の

羽
に

は

八
の

字
の

樣
な

る

文
あ

り

　
ご

云

八
字
の

文
あ

る

故
ハ

チ

ク

マ

蓬

云
に

非
す
』

ご

云
っ

て

居
る
o

此
に

云
ふ
『

蜂
を

養
ふ
』

ε

云
ふ

事
は

少・
し

く

意

味
が

明

瞭
で

な
い

が

 
o

蓴
鎗

§
ざ

ミ
§

は

好
ん

で

蜂
の

棄
を

襲

い

之
を

食
‘

す
る

事
は

外
國
で

は

古
く

か

ら

知
ら

れ

て

居
る

事
で

§
き

ミ
§

な
る

名
も
全
く
此
習

性
に

超
因
し
て

附
せ

ら
れ

セ

の

で

あ
る
。

要
之
ハ

チ

ク

マ

な
る

名
稱

は

勺

ミ
ミ
。・

§
さ
ミ
§

の

和
名

ピ
・
し

て

决
し
て

誤
れ

る

も
の

で

は

な
い

の

で

あ
る
。

從
て

從
來
用

ゐ

來
つ

セ

命
名
は

和

名
共
に

誤
っ

た

鳥
に

向
つ

て

附
せ

ら
れ

て

居

た

の

で

あ

る
。

　

扨
上
に

逋
π

所
で

眞
正
の
宀

チ

ク

マ

 

§
§

§
ざ

§
窮

な
る

鷹
は

如
何
な
る

鷹
で

あ
る

炉

は

朋
に

な
つ

た

が

然
ら
ば
從

來
の

所

謂
ハ

チ

ク

マ

N
）

ミ
3
篝

（
壱
讐

ミ
誤

は

何
で

あ

ら
う

か

ざ

云
ふ

に

其

多
く

は
サ

シ

バ

bd

§
m

§
帖

嵩

奪
§
（

Φ

蚤

舅
）

で

あ
る
。

さ

う
す
る

ご

叉
從
來　
サ

シ

バ

ご

云
つ

た

鳥
は

何
ん

で

あ
る

か

ご

云

ふ

問
題
が

當
然

起
る

の

で

あ
る

が

其

邊
は

餘
程
混

同・
し

て

居
つ

て

確

に

は

分
り

兼
ね
る

が

恐
ら

く
サ

シ

バ

も
老
幼
の

差
の

甚
し
い

も
の

で

あ

る

か

ら

其
幼
い

者
を

ハ

チ

ク

マ

ご

云

ひ

老
い

た

も

の

を
サ

シ

バ

ご

穩
へ

て

居
た

も
の

で

は

な
い

か

だ

思
ふ

。

但
む
此
邊
の

ア

ム

ピ

ギ

ア

ス

な

點
は

標

本
崖
の

名
穩
の

話
で

あ
つ

て

前
に

云
つ

た

簿

物
館
や
動

物
園
や

札

幌
の
コ

レ

ク

シ

ヨ

ン

等
で

は

只
ハ

チ

ク

マ

一

っ

丈
が

誤
つ

て

居
だ

の

で

あ
っ

て

其
他
は

勿
論
ソ

レ

《

丶

適
當
な

名
が

附
い

て

居
る

の

で

あ
ら

う
ご

思

ふ
。
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次
に

從
來
ハ

チ

ク

マ

の

身
代
り

に

な
っ

て

居
陀

サ
シ

バ

が

如
何

な
る

鳥
で

あ

る

か

を

記

載
し
て

以

て

此
項
を

終
ら
う

ε

思
ふ
o

　

　

　
サ
シ
バ

　
朝

ミ

曇
ミ

ミ

曇
毳

（

（
ゴ
n

醫
亳

）

　

成
鳥

、

雄

　

嘴
峰
　
　
二

九
ミ
、

メ

、

　
　

躍
躁
　
　
五

九
ミ
、

メ
、

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　酬

　

翼

三

三

〇
ミ
、

メ
、

尾

一

九

〇
ミ
、

メ
、

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　…

　

體
の

上
部

は
一

般
に

褐
色
な

り
。

頭
の

前
額
部
は

自
色

頭
上

よ

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

b
後

頸
は

萩

褐
色
に

し
て

各

羽
毛
の

繰
は

赤
褐
色
な
り
。

顏
は

荻

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

色
に

し
て

眼

上
に

は

不

判

然
な
る

白

色
眉
斑
を

有
す
（

極
め

て

老

成
せ

る

も

の

に

は

な
し

）

。

頸

側
は

褐
色
に

む

て

赤
褐
色
斑
點
あ

．

ウ
o

　

翼
の

兩

覆
は

背
の

色
よ

b

稍
赤
味

を
帶

ぴ

赤
褐
色
小

斑

散
在
す

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　

大
雨

覆
は

褐
色
に

し
て

内
轆…
に

赤
褐
色
の

斑

紋
を

有
す

。

第
一

風
切

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　…

も
黒

褐
色
に

し
て

數
條
の

黒

帯
あ
り

第
二

風
切
も

略

同
樣
な
れ

共

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　…

稍

赤
昧

多
し

而
し
て

其

下
面
は

次
色

に

し
て

褐

色
横
條
を
有

す
る

事
表

面
に

同
じ

。

下
部
腮
喉
は

白
色
に
・
し

て

其
朋

毛
の

中
輙…
に

沿

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

ひ

黒
條
あ

b
上

胸

は

褐
色
に

し
て

赤
褐
色
及
臼

色
斑
を

混

じ

其
瓢

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　…

下
の

部
は

白
色
芒

赤

褐
色
の

横
帶

交
互
す

此
横
條

は

下
部
に

至

る

に

從
ひ

臼
色
部

廣
く

な

り

遞
に

下
尾

筒
に

至

b
て

全

く
白
色
ご

な

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　軸

る
。

上

尾
筒
の

朋
毛
に

は

臼
色
の

横
條
を
有
む

先
端
も
白
色
な

b
。

　

尾
瀰
は

上

面
灰

褐
色
に

し
て

四
五

條
の

黒

帶
を

有
し

先
端
灰

色

な
b
下
面
は

淡
茨
色
に

し
て

黒
色

横
帶
あ

る

事
上

面
に

同
じ
き

も

上

面
に

於
る

よ

り

も
剽
然
せ

り

最
外
尾
羽
に
は

黒

帶
を
缺
く
。

嘴

は

先
端
黒
色
に

し

て

基
部
は

黄
色
蝋
膜
及
脚
亦

黄
色
な
h
。

　

　

　
（

論

　

　

諡
）

0
誤
ら

れ

六

る
ハ

チ

ク

マ

（

内
田
）

　
雌一
は
椎恥
ピ

殆
ご

同
じ
く
只

少−
し

く
大
形
庶
て

　
幼
鳥
は

成
鳥
に

比
か

る

に
一

般
に

赤
昧
を

帶
ぴ

頭
上
部
の

砌

毛

は

黄
白
色
に

6
て

中
軸
褐
色
な

り
。

腹
面
の

地

色
は

淡

黄
褐
色
に

・
し

て

喉
に

は

不
判
然

な
る

黒

縱
條
あ
り

胸
の

朋

毛
は

中
軸
に

沿
ひ

黒
褐
色
の

縱
條
あ

り

此
縱
條
は

腹
部
に

至

る

に

從
ひ

幅
を
増
む

先

端
細
く

三

角
形
ご

な
る
。

腹
部
及
び

腹

側
の

羽
毛
は

數
ケ

の

横
條

を
有
す

。

腰
部
に

至

り
て

は

斑
紋
は

略
ス

ペ

ー

ド

形
こ

な
る
。

下

尾
筒
は

淡

黄
謁
色

な

ウ
。

附
記
一
、

ド

レ

ツ

型

T
氏

は

其

着
炉
ッ

夢

巨
苫一
9
り

巴
F、、
言

卑一
〇

三

三
厨

中
丶 
ミR（
軋

ミ．

或
ミ国
ミ
罧

に

サ
シ

バ

の

外
ハ

チ

ク

マ

な

る

和

名
を

擧
げ
で

居
る
が

之

は

本

邦
の

誤
用

し

℃

る

標
本
の

和

名
を

見
て

斯
樣
に

記

し

六
吃う

で

別
に

意
味
な

な
い

事
ど

思
ふ

。

附

記
二
、

本

篇
を

草
し

絡
つ

れ

後

松

午

氏
g

更
に

倍

州
よ

り

二

朋
の

老
烏
を

獲
其
一

を

動

翰

學
敏
室
に

寄

購
せ

ら
れ

唐
。

今

回
の

標

本
ほ

大

盟

前
詑

田

中

民
所

藏
の

ら
の

書

同
ε
い

が

頭
韻
特
に

顏
13
】

樣
に

灰

色
で

第
一

圖
歐
沸
産
の

も
の

と

同

セ

即

田

申
氏

の

も
の

よ

サ

は

稍
若
い

毛
の

で

あ

ら

う
．

體
の

瀾

定

次
の

如
し
。

嘴
蜂
　
三

七

ミ
、

メ、
　

附
蹠

　
五

九
ミ

丶

メ
、

　
中

趾（
爪
を

除

く
）

五
一

ミ
、

メ
、

　

婁

四

三

〇

ミ．
メ
、

　
尾

二

玉

0
ミ
、

メ
、

　
附
記
三

、

＝
一
の

動
物
標
本

業
者

の

談
に

よ

れ

ば、

從
來

本

篇
に

記

む

距

眞
正
ハ

チ

ク

マ

は

稀

に

取
扱
っ

六

事
が

あ

る

 

ク

マ

タ

ヵ

雄
巴

し

て

費
買

し
て

居
流
と

云

ふ
。

　
本

篇
を

草
す
る

に

當
り

波
江

元

吉
氏
の

與
へ

ら

れ

陀

る

諸
種
の

懇
切
な
る

援
助
に

對
し
竝
に

深
く

臧
謝
の

意
を

表
す

。

九

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


